
公表日：　　2022年　　1月　　10日 事業所名：神戸YMCA　タンポポくらぶ

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

プレイルーム、体育室とも充分なスペースを
確保しています。

はい１００％
十分広いスペースです。

2 職員の適切な配置 適切に配置しています。
はい９０％　　わからない10％
適切だと思います。
年度の途中に職員が変わることなく安心。

契約時書類に指導者の配置、人数を掲載
入所時の説明で必ず伝えています。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

年間通じて本人専用の同じロッカーを使用
し、自分の持ち物を意識できるようにしてい
ます。

はい90％　わからない10％
次のことがわかりやすい環境です。
一人ずつの個人ロッカーがあります。

障害の特性に応じた設備でない部分は職員
が配慮・工夫をします。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

いつも清潔に保ち、換気も充分に行い、遊
具・絵本も整頓しています。

はい１００％
とても清潔です。
危ない物もなく沢山遊べる空間です。

整理整頓し必要な分の補充をします。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

毎日プログラム前に確認のミーティングを行
い、後に振り返りの評価をしています。学期
ごとに評価会も行います。

毎日、その日の振り返りを行い次へつながる
目標について話し合っています。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

外部理学療法士による巡回評価がありま
す。

評価に伴い、改善に努めます。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

神戸YMCA全体で発達支援セミナー、関西
地区YMCAでの研修、各々の職員に外部の
研修への参加も確保しています。

職員同士で意見を交換、しより良い支援に
努めています。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

プログラム中の子どもの様子や課題を指導
者で把握し、個別支援計画を作成し保護者
に計画内容を伝えています。

今まで同様、保護者の方々がよりわかりや
すく支援の内容を理解してもらえるよう丁寧
な対応していきます。

2
子どもの状況に応じ、かつ個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援又
は放課後等デイサービス計画の作成

定員１０名で各々の子どもに合わせた支援
や指導を取り入れています。

一人ひとりの今必要な支援は何かを伝えて
いきます。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

目標の設定、「生活面」「運動」「コミュニケー
ション」目標について具体的な支援内容を記
載しています。

より良く子どもの支援に合ったプログラムが
設定できるよう今に満足せず取り組んでいき
ます。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別添様式2

はい80％　　　わからない20％
個別面談などで事前に課題など聞き取りが
あり、その話を踏まえた計画を作成してくれ
ます。　　　子どもたち一人ひとりに合った具
体的な内容の支援をしてくれます。
職員全員の意見で計画作成されています。
計画に中には集団で必要な課題と個々に必
要な課題の両方がきちんと組まれています。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

4
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

目標や支援内容についてご家族にお伝え
し、クラス中の様子と家での様子とを共通理
解し合い、支援を実施している。

はい80％　　わからない20％
一人ではできなかった事や難しいと思われる
課題も職員から日々の教えや、助けでできる
ようになっている。

支援の内容をより理解してもらえるような具
体的な場面状況や事例を示し、ともに支援を
実施し、実際に成長を実感してもらえるよう
に取り組みます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案 チーム全体で立案しています。

6
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

気になる行動や子ども同士のやり取りで問
題が生じた場合は連絡をします。長期休暇
が終了する前日までに電話をし休みの間の
様子を伺います。

7
活動プログラムが固定化しないような工夫の
実施

年齢、メンバーによってプログラムの内容を
合わせています。野外での活動や季節を感
じるプログラムも取り入れています。

はい90％　　　わからない10％
家では、したことのない遊びや活動をしてい
て、　出来る事とが増えています。
集団でするプログラムの中にも個別で楽しめ
る部分もうまく組み込まれています。

日々の様子が保護者にもより伝わりやすい
ように工夫し、子ども達が楽しみながら成長
できるようなプログラム作りや体力向上を目
指します。

8
支援開始前における職員間でその日の支援
内容や役割分担についての確認の徹底

クラス前にミーティングを行い確認していま
す。

9
支援終了後における職員間でその日行われ
た支援の振り返りと気付いた点などの情報
の共有化

クラス後にミーティング、評価を行い一人ひと
りについて気付いたこと、共有すべき情報を
話し合っています。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

毎日のプログラム案、個人の評価や個人記
録を行っています。

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画の
見直し

個別支援計画の実施後、モニタリング評価
を行い、次の目標・課題の設定を行っていま
す。（年に２回）
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者に
よる障害児相談支援事業所のサービス担当
者会議へり参画

児童発達支援管理責任者が会議に参加して
います。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

医療的ケアが必要な方は通所されていませ
ん。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備

医療的ケアが必要な方は通所されていませ
ん。

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

気になる行動や問題が生じた場合、または
保護者からの希望などで情報共有をしてい
ます。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

療育センター、子ども家庭支援センター、区
役所などと連携があります。
その他、地域障害福祉センター、中央区自
立支援協議会などで行われる研修などへの
参加

7

児等発達支援の場合の保育所や認定こども
園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動す
る機会の提供

こども園の園庭開放で交流する機会や地域
の児童館へ遊びに行く機会をもっています。

はい40％　　どちらともいえない40％　わからない
20％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外あそびに
行った時、他の幼児と交流があります。　今はコ
ロナなので難しいですが、できる範囲で計画はし
て下さっていると思います。

今年度については、新型コロナ感染予防を
考慮して園庭開放や児童館などでの交流は
避けています。その分、山登りや外あそびの
機会を多くしています。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

今年度に関しては、新型コロナ感染予防対
策の為、していません。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
iな説明

支援内容は必ずお伝えし、利用者負担等に
ついては契約時に説明しています。

はい100％　いつも丁寧に教えていただいています。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

保護者と個別懇談を年２回（希望があれば
随時）行っています。

はい100％  説明があります。

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

保護者会で親同士で意見を交換したり、テー
マや課題を提供し話し合う機会をもっていま
す。　　　　研修案内の配布なども行っていま
す。

はい90％　  わからない10％
個別懇談でそういう話をして下さるのできちんと伝
わっています。

これからも保護者に対応力の向上を図
る意図を伝え、一緒に考える場や助言
する場、学ぶ場を設けるなど改善してい
きます。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

送迎時に情報の交換、毎日の連絡ノートを
利用しています。必要な時は電話連絡をしま
す。

はい90％　　　どちらともいえない10％
連絡帳に毎日の状況や課題についても教えてもらい、
こちらからも伝えているので出来ている。
通園している幼稚園に様子を見に来てくださったりと 子
どもの状況や課題を本当に知ろうとしてくださっていま
す。

今後も、お伝えする機会を多く持ちます

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相談
への適切な対応と必要な助言の実施

年に２回個別懇談以外、保護者会、家庭訪
問、必要な場合はその都度、送迎時や電話
などの対応をしています。

はい９０％　　どちらともいえない10％
個別懇談送迎時など質問に応じてくれたり、アドバイス
をもらったりしています。
定期的な面談だけでなく困ったときは個別に時間を取っ
てもらえます。

相談する場が多くあることをお伝えしていきます

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

春・秋に親子遠足（年2回）、その他親子プロ
グラム（年4回）、保護者会（年4回）参観日の
設定をしています。（今年度は、感染予防の
ため少ない回数設定となっています。）

はい60％　　どちらともいえない40％
プログラムの見学の時、お迎えの時、保護者会な
どで交流があります。
コロナ渦の中で頑張ってくださっていると思いま
す。

保護者会の内容の改善や保護者同士
が連携しやすい環境づくりに努めます。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

契約時に苦情受付窓口についても記載して
います。

はい80％　どちらともいえない10％　わからない
10％苦情はありません。
いつも保護者からの要望はないかなどこちらの気
持ちを聞いてくれます。

苦情があった場合は適切な対応を心掛
けます。

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

子どもたちには視覚から伝えることや伝わり
やすい言葉の選択をしています。見守りや促
しの支援を大切にしています。

はい１００％
連絡帳に書いてくれたり、ホームページで活動の
様子が見られるので配慮されています。

保護者には、更に重要点が見て・読んで理
解しやすいような配布物の工夫、連絡ノート
の記載に努めていきます。ホームページで
の情報発信にも努めます。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事予
定、連絡体制等の情報についての子どもや
保護者への発信

毎月クラスだよりと行事予定を配布し、必要
な情報はその都度おたよりを配布します。

はい９０％　　どちらともいえない
10％ホームページで発信してくれ楽しみで
す。

配布していること自体をアピールしお伝えし
ていきます。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応
個人の情報は事務所内棚の中に保管、名前
の入っている書類等はシュレッダーで処分し
ています。

はい１００％
ホームページに載せる場合には必ず載せて
もいいかを聞いてくれます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症マニュアルは作成されています。職員
間では周知しています。

はい１００％
年度はじめ、入所時に避難場所の地図
を　もらっています。

保護者の方に周知していただく為、より
わかりやすく、お便り、ホムページ等で
発信していきます。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

職員での防災訓練は年に１回。クラス内で子
どもと一緒に年に3回（火災・地震・水害）を
行っています。契約時にもお伝えしていま
す。

はい90％　どちらともいえない10％
訓練時の子どもの状態や様子を教えてくれ
ます。様々な災害を想定した避難訓練が行
われています。

年に３回、必ず訓練の実施をしている事
をよりわかりやすく事前にお便りを出し、
連絡ノートなどで訓練時の様子を伝えて
いきます。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

年に2回研修を行っています。学期ごとの評
価会でも話し、確認しあう機会をもっていま
す。

重要な研修なので常に意識を持ち関わ
る職員全員で共通理解していきます。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・・了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画への
記載

保護者と話した上で偏食への対応や促し方
を考え対応しています。

拘束することはありません。偏食などでの食
事のかかわり方は、保護者の方との信頼関
係を築き、理解があった上での支援に心掛
けます。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

入所時に保護者に記入していただいていま
す。

何か特別に食べる機会があれば、食べる前
に   必ず確認をします。（新型コロナ感染予
防の観点から今年度はこのような機会もあり
ません）

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

クラスでの危険回避、安全確保は常に意識
し、共有しています。ヒヤリハット事例集の作
成はしていませんが毎回のプログラムにつ
いて事前、事後に確認しています。

日案、個人記録には記録していますが、
事例があればその都度残し、作成し職
員で共有します。
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